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竹田市とは

z 九州の真ん中、北には久重連山・南には祖母山
がある中山間地域である

z 平成１７年に旧竹田市・荻町・直入町・久住町が
合併して誕生

z 高地農業が盛んであり、農家が多い



竹田の特産品ってなに？

荒城の月・三笠野などの有名なお土産

地元加工グループが作った加工品 などなど・・・

それだけではなく、地元の野菜も特産品！

↓
どこで買える？

直売所!!



直売所

z わかば農業公社のアンテナショップ（グリーンピア）

・七里店（市役所前）

・天神店

・サンリブ店

・道の駅 竹田店

z 地域でやっているもの

・トマトちゃん

・おづる湧水 などなど・・・



現状

～アンテナショップの場合～



七里店（市役所前）



天神店



サンリブ店



道の駅 竹田店



直売所について

外部向け（観光客・地元外）

z 売る対象

内部向け（地元民）

z 生産者が自分で、その直売所に納品する
量・値段を決め、品質もその生産者に任せ
られているところが大きい



直売所に行ってみて

z 生産者の顔の見える商品→安心感
z 直売所だからこその低価格

z 販売する人のフレンドリーさ→農家との近さ

一方で・・・

z 雑然と置かれた商品

z 商品の紹介などもあまり見ることはなかった



コンテナなどが置いてある

パッケージも何もない包装

直売らしさ、農家（生産者）が近く感じられる・・・◎

忙しい、あまり手をかけない売り方・・・◎？

今のままの売り方で良いのか？

もっとできることがあるはず！！



提案

zレシピ

•商品の紹介



直売所での販売案①

z レシピを置く

その野菜のおいしい食べ方（料理）を生産
者・販売者・消費者関係なく紹介する

・自分が考えた創作料理

・TVで知った料理
・教えてもらった料理 などなど・・・

z 自分で書いたレシピを直売所で展示する



レシピ案1

z 現在の直売所内に、手書きレシピを展示して
いる直売所もあった

↓
↓

これらをどの直売所でも実践できるようにし、
均一的なサービスを実現する



レシピ展示の例①

天神店



レシピ展示の例②

サンリブ店



レシピ案2

z 竹田は現在、食育に力を入れ研究している

↓
多くの食に関する催し物が行われている

例）料理大集合・食のフェスタなどなど･･･

z 紹介・創作された料理を直売所内に展示

（簡略化したものでよい）



食育イベント ～サフラン料理を楽しむ会～

z サフランは竹
田の名産

→市場よりも安
い!お買い特!!

z 実際料理に
使うとき調理
法が分かりに
くい・・・



↑パエリア

↓サフランサラダ

↑サフラン料理を楽しむ会で配布された資料



食育イベント ～トマト料理コンテスト～

z トマトは竹田の
名産!

→市場よりも熟し
た安価なもの
が買える!!

z 食べ方がある
程度決まって
いる



↑トマトの手鞠ずし

↓トマトdeロール

↑トマト料理コンテストのときに展示されたレシピ



直売所での販売案②

z その商品の紹介するものを直売所内に展
示する

例えば・・・

その商品の魅力・どういう風に作られて

いるのか・周りからの評価

→人によっては、分かるし当たり前のことだけ
ど、分からない人にはまったく分からない



商品の紹介例 ↓天神→

七里



z 簡単・分かりやすいものでOK
→あまり凝ったもの・派手なものだと直売店の
雰囲気を壊す

手作り感あふれたもの

→直売店の雰囲気を壊さず、商品をアピール
できる



z アンテナショップ

・・・着実な売り上げは、あがっている

z 直売所とは

→生産者と消費者の信頼があることが大前
提

→今、その信頼をどのように高めていくかとい
うところが重要になってきているのでは？

現在・・・



z 買い手と売り手の信頼関係が在って、売り
手と買い手の距離を縮める場所＝直売所

z 信頼を高める

→おもてなしの心・消費者に喜んでもらいたい
→消費者の視点にも立った販売方法の模索
が必要なのでは？




